
























































































































































































































11 　Le Mystère de la charité de Jeanne d’Arc, in Œuvres poétiques complètes, Gallimard, 









































































































15 同上，p. 397，島，p. 146，岳野，p. 92–93.









































































19 同上，p. 420–421，島，p. 163，岳野，p. 137–138.












































































22 同上，p. 485，島，p. 215，岳野，p. 298.
































































































































































27 同上，p. 395–396，島，p. 144–145，岳野，p. 89.
㉔
聖女ジャンヌ・ダルクの文学
─  ─125
このオーヴィエットの素朴な，しかし希望に満ちた信仰のあり方を，ペギ
ーはのちにキリスト教の三つの徳である信仰，希望，愛のうちのひとつ，「小
さな希望という少女」と呼んで，もう一つ別の作品『第二美徳の神秘の大
門』を書くことになります。
　オーヴィエット，ジャンヌ，ジェルヴェーズは，互いに対立しつつ補い
合っているのです。三者には明らかな共通点があります。現実の悲惨を前
にしたとき，三人のうちの誰ひとりとして，「それは神が罰を与えている
のだ」との解釈に立たないところです。たとえばアルベール・カミュの小
説『ペスト』（1947年）において，登場人物のパヌルー神父は，第一回目
の説教で，疫病の蔓延は神の下した罰であると説き，人々の改悛を促そう
とします 28。しかし，ペギーのこの作品においては，戦争という悪によっ
て世界が滅びゆくのも神意かもしれないというジェルヴェーズでさえ，神
意は測りがたいものであるから，とにかく人々の救いを求めて祈ることの
できる者が祈るのだという姿勢を貫きます。思えばジェルヴェーズは，ユ
ダをも地獄から救いたいと願いつつ人間としての死を迎えたイエス・キリ
ストの姿を語ったとき，みずからも主の苦悩に胸をかきむしられていたの
ではないでしょうか。三人の信仰のよってたつのは，いずれも預言と律法
の時代の「罰する神」ではありえず，イエスとして受肉した「愛する神」
なのです。ジャンヌの挑戦的な問いかけも，相手は「愛する神」であると
の前提があるからこそ，湧き起こってきたのであり，それがまたジャンヌ
自身の「愛」として，奔流のようにジャンヌを押し流してゆくことになる
のです。
28 この点については，発表後のディスカッションの際，金承哲先生にご指摘いた
だいた。
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